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機械国内
• 農機は昨年の消費増税前の駆け込み需要の反動減に加え、新型コロナウイル
ス感染拡⼤による販売活動の⾃粛などにより、トラクタ、作業機ともに減少
して▲115億円（▲19％）の減。

• 建機は昨年の消費増税前の駆け込み需要の反動減に加え、新型コロナウイル
ス感染拡⼤による建設⼯事の停滞などもあり▲10億円（▲6％）の減。

• エンジンは新型コロナウイルス感染拡⼤によるOEM先の在庫調整の影響など
により▲3億円（▲3％）の減。

• その他は農業関連商品などが減少し、▲17億円（▲2％）の減。

機械海外
• 農機のうち、トラクタは▲252億円（▲10％）の減。 作業機は+33億円
（+10％）の増。
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• 国内が▲44億円（▲3％）の減。
 パイプインフラ関連では、ダクタイル鉄管などが増加するも、新型コ
ロナウイルス感染拡⼤に伴う販売活動の制限や⼯事の遅れが⺠需を中
⼼に影響し、合成管、空調機器、スパイラル鋼管などが減少。

• 海外が+6億円（+3％）の増。
• パイプインフラ関連では、韓国向けの素形材が増加。
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• インセンティブ率の変動（+18億円）
 ⽶国では厳しい競争が続いており、引き続き強いプログラムが維持さ
れているものの、⾦利が⼤きく低下したことにより増益要因。

• その他（▲93億円）
 昨年第4四半期の減産に伴い、当期に出荷した製品に含まれる⽣産⼯場
の損益が悪化したことが▲87億円の減益要因となったことが主因。

 第２四半期に国内外の⼯場で⼀時稼動を停⽌したが、その間の固定費
を⼀時費⽤として処理した影響が▲24億円の減益要因。

 それ以外には、⼈件費（▲43億円）、販売費及び製造経費（▲23億
円）などの固定費が増加したものの、エンジンの空輸費⽤の減（+21億
円）や、カナダでの本社移転に伴う固定資産売却益（+24億円）、その
他の改善などで補った。
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• 機械は、値上げ効果や原材料価格の低下などの増益要因はあったものの、国
内外での⼤幅な減収や、当期に出荷した製品に含まれる⽣産⼯場の損益悪化
などにより減益。

• ⽔・環境は、国内での減収やプラント建設コストの増加などにより減益。
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• 8⽉6⽇に⾃⼰株式⽴会外買付取引による約342万株（約55億円）の⾃⼰株式
の買付けを実施。
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• 現⾦及び現⾦同等物は新型コロナウイルスの感染拡⼤に伴う資⾦需要の増加
に備えて資⾦調達を早めたことや、有価証券の売却などにより増加。

• 営業債権は為替の影響を除いた実質ベースで▲140億円の減、棚卸資産は実質
ベースで▲70億円の減。

 新型コロナウイルス感染拡⼤に伴う⼯場の⼀時的な稼働停⽌による⽣
産の減少及び販売会社からディーラーへの出荷遅れなどにより、営業
債権、棚卸資産ともに減少。

• ⾦融債権は流動・⾮流動あわせて実質ベースで+650億円の増。
 主に⼩売が好調な北⽶で増加。
 ⾦融債権の回収については、ロックダウンを受けて⼀時的な返済猶予
を実施したものの、⾜元では通常の状態に戻っており、良好な状態を
維持。

• ⾮流動資産の「その他」の▲433億円減は有価証券を売却したことが主な要因。
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• 有利⼦負債は流動・⾮流動あわせて実質ベースで+740億円の増。
 ⾦融債権の増加に伴い北⽶で増加したほか、資⾦調達を早めたことも
あり増加。
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• 営業キャッシュフローの内訳は、利益と減価償却費で+983億円の収⼊、⾦融
債権の増で▲635億円の⽀出、その他+147億円の収⼊。

 営業債権や棚卸資産の減少により運転資本の変動による⽀出は減少し
たものの、四半期利益の減少や⾦融債権の増加額の拡⼤により、前年
⽐では▲14億円の収⼊減。
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• ⾦融事業を除くベースでは、引き続き無借⾦の状態を維持。
• ⾦融事業の収益性も⾮常に⾼い⽔準を維持。
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＜上期実績＞
• ⽶国経済は新型コロナウイルスの感染の再拡⼤や、⼤統領選も控えていることから、景気の先⾏き不透明感が⾼まっており、株式市場も不安定な動きが継

続。
• 当社の事業については、新型コロナウイルスの感染拡⼤に伴うディーラーの営業停⽌も⼀部に留まり、トラクタや建機の⼩売は極めて好調。

①トラクタ（⼩売）
• 市場環境

 個⼈向けが中⼼の⼩型（40⾺⼒以下）市場は、前年⽐+13％の拡⼤、中型（40〜120⾺⼒）市場は、前年⽐+7％の拡⼤と堅調に推移。
 新型コロナウイルスの感染拡⼤を受け、第１四半期には⼀時的に市場が縮⼩したものの、4⽉以降はその反動に加え、主要な地域で天候に恵

まれたことや新型コロナウイルスの感染拡⼤による外出⾃粛を受けた巣ごもり特需などもあり、芝刈機やユーティリティ・ビークルも含めた
コンシューマー向けの需要が⼤きく拡⼤。

 ⼀⽅、中型（40〜120⾺⼒）の中でも、農業向けの⽐率が⾼い60〜120⾺⼒帯については、外⾷産業向けの農産物需要の減少などを受けた先
⾏き不透明感により前年並み。

 120〜160⾺⼒の⼤型市場は、前期は回復基調にあったものの、60〜120⾺⼒帯と同様に農業市場の先⾏き不透明感により前年並み。
• 当社のトラクタの⼩売は、+9％の増加。

 ⼩型市場では、厳しい競争環境が続いているものの、市場の拡⼤を受けて⼤幅に増加。
 中型はディーラーからの要望が強かった新機種の投⼊によるシェアの拡⼤もあり、当社の⼩売は市場の伸びを上回って増加。
 ⼤型もシェアの拡⼤により増加。

• 芝刈機やユーティリティ・ビークルもコンシューマー向けの需要拡⼤や芝刈機の新機種投⼊効果などにより好調に推移。

②建機（⼩売）
• 市場環境

 新型コロナウイルス感染拡⼤に伴う外出規制により、⼀時的に建設⼯事が停滞したものの、経済活動の再開により徐々に通常のレベルに回復。
 市場ではレンタル業者が投資への慎重姿勢を崩しておらず、レンタル向けの減少が続いているものの、⼀般⼩売向けはコントラクタが⼗分な

⼯事量を維持していることなどを背景に増加しているため、ミニバックホー、コンパクトトラックローダの市場は前年並み。
 ⼀⽅で、新型コロナウイルスの感染拡⼤による農業市場の不透明感により、農業市場でも使⽤されるスキッドステアローダの市場は⼤幅減。

• ⼩売は全体で+10％の増
 当社の⼩売は、スキッドステアローダが市場の縮⼩により減少したものの、ミニバックホーやコンパクトトラックローダについては、当社が

得意とする⼀般⼩売向けの需要が拡⼤していることに加え、クボタのディーラーが所在する郊外地域は新型コロナウイルスの影響が⽐較的軽
微であることや、昨年の新機種投⼊効果などもあってシェアが⼤きく伸⻑。

③トラクタ・建機（卸売）
• 当社の売上である卸売は、台⾵の影響などにより⼀部製品の出荷時期が2018年から2019年の第１四半期にずれ込んでいたことの反動に加え、新型コロナウ

イルス感染拡⼤の影響による⼯場の稼働停⽌などにより⽣産、出荷が遅れているため、トラクタ、建機ともに⼤幅減。

④ディーラー在庫
• 新型コロナウイルスの感染の再拡⼤や、⼤統領選、⽶中対⽴の激化など来年以降も不透明な要素が多いなかで、ディーラー在庫を抑えるという意図もある

が、春需要期の⼩売が想定を⼤幅に上回る好調な結果となったため、⼩売と卸売に⾮常に⼤きな差異が⽣じ、ディーラー在庫⽔準が4.7ヵ⽉（前期末⽐
▲2.2万台/▲1.8ヵ⽉、前年同期⽐▲１.４万台/▲１.３ヵ⽉）まで低下。

• 部品調達も含めて増産対応には時間も要するため、当期中に完全にキャッチアップすることはできないものの、⼩売と卸売の差異は下期以降徐々に縮⼩し、
年末のディーラー在庫は5.3ヵ⽉程度（6⽉末⽐＋1.2万台増）まで回復する⾒込み。

• なお、前期末と⽐べると▲1.1万台（▲1.2ヵ⽉）減の⾮常に低い⽔準であり、在庫のやり繰りは必要となるものの、⼩売への⼤きなマイナス影響は出ない
ものと想定。

⑤エンジン
• エンジンは新型コロナウイルスの感染拡⼤を受けたOEM先の⽣産停⽌や減産、オイル・ガス市況の悪化などを受け、⼤幅に減少。

＜下期⾒通し＞
• 引き続き不透明感は強いものの、巣ごもり特需や良好な天候の継続などにより、⼩型トラクタや芝刈機の⼩売は好調に推移する⾒込み。
• 中型トラクタについても新機種効果により増加基調が続く⾒通し。
• 建機も、⼯事量が⾼⽔準を維持しており、住宅市場も回復傾向にあることから現状の増加傾向が継続する⾒込み。
• エンジンについては、⼤⼿OEM先の減産などにより厳しい状況が続く⾒込み。
• ⽣産、出荷の遅れが完全にはキャッチアップできないことや、エンジンの減などにより、年後半も北⽶の売上は前年を下回る⾒込み。
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＜上期実績＞
• ⾜元では経済活動の再開により回復基調にあるものの、新型コロナウイルスの感染拡
⼤による各国でのロックダウンに伴い、第1四半期後半から第2四半期前半にかけて、
多くのディーラーや販売会社の営業活動が制限されるなど厳しい事業環境となった。

①トラクタ
• 新型コロナウイルス感染拡⼤に伴うディーラーの営業停⽌や、外⾷産業の停滞による
農業市場の先⾏き不透明感などにより前年を⼤きく下回る。

②インプルメント
• クバンランド社のインプルメントも減少。

③建機
• 建設⼯事の停滞や、コントラクタの投資意欲の減退などを受けて減少。

④エンジン
• OEM先の⽣産停⽌や減産の影響を受けて、⼤幅減。

＜下期⾒通し＞
• トラクタ市場は、経済活動の再開に伴い縮⼩ペースは穏やかになるものの、新型コロ
ナウイルスの感染拡⼤による農業市場の先⾏き不透明感などにより、減少傾向が続く
⾒込み。

• 建機市場についても、建設⼯事の再開による回復は緩やかなものに留まり、減少傾向
が続く⾒込み。

• エンジンについては、OEM先の⽣産再開により徐々に回復に向かい、第４四半期に
は前年⽐で増加に転じる⾒込み。
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＜上期実績＞
①トラクタ（タイ国内）
• タイのトラクタ市場は、⽔不⾜の影響で年前半は低迷していたものの、⾬季の降⾬により⽔不⾜の状況
が改善しつつあるため、⾜元では回復傾向。

• ⼩売は、天候⾯の不安が和らいだことに加え、ジャスミン⽶やもち⽶の価格が⾼位安定していることを
受け、稲作向けが拡⼤。⼀⽅で、昨年来の⽔不⾜による収量低下やシュガーケーンの価格低下などによ
り、畑作向けが減少したため、トラクタ全体では▲9％の減少。

• 卸売は、⽔不⾜の影響により昨年第4四半期の⼩売が想定ほど進まず、年度末のディーラー在庫が増加
していたことから、年前半にディーラー在庫の調整を⾏ったため、⼩売以上に減少し、売上は⼤幅減。

②コンバイン（タイ国内）
• ⽶価の⾼位安定を受けて⼤幅増。

③建機（タイ国内）
• 新型コロナウイルスの感染拡⼤の影響による建設⼯事の停滞や景気の先⾏き不透明感を受けて⼤幅減。

④周辺国
• カンボジアの⼩売は、キャッサバの価格が⾼位安定していることを受けてトラクタが増加したものの、
⽔不⾜による⼆期作⽶の作付けエリア減少によりコントラクタの賃刈り収⼊が減少したため、コンバイ
ンが減少。

• ミャンマーは、近年販売低迷の原因となっていた現地通貨のチャットに対する⽶ドル⾼の状況が徐々に
解消されてきたことや、中央銀⾏の利下げによるローン⾦利の低下などを受け、トラクタの⼩売が増加。

＜下期⾒通し＞
• ⾬季の降⾬が順調であることや、集合農家グループ向けの補助⾦が設定されたことなどにより、⼩売は
前年⽐で増加基調となり、年間では前年並みとなる⾒込み。

• 卸売については、すでにディーラー在庫は⾮常に低い⽔準まで低下したものの、下期の卸売も⼩売と同
程度に抑え、低い在庫⽔準を維持することから、タイ国内の卸売は⼩売を上回る卸売となっていた前年
⽐ではマイナスとなる⾒込み。

• カンボジアについては、キャッサバ向けの好調などによりトラクタは引き続き堅調に推移し、ミャン
マーも引き続き市場の好調が続く⾒込み。

• これらの結果、タイ及び周辺3か国の売上は、下期は現地通貨ベースで増加するものの、低い在庫⽔準
を維持するため、上期の減収を補うには⾄らず、通期では減収となる⾒込み。
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＜上期実績＞
①農機
• 政府の農機購⼊補助⾦は⼀部の省で補助⾦が発表されておらず、総額は未確定である
ものの、前年並みから微減程度となる⾒込み。

• 農機市場は新型コロナウイルスの感染拡⼤により、ディーラー及び販売会社の活動が
制限された影響により第１四半期は⼤幅減となったものの、第2四半期以降は第1四
半期の需要急減の反動もあり、市場は回復。

• 農機の⼩売は、トラクタが減少したものの、コンバインは前年並み、乗⽤⽥植機は増
加。

• トラクタの減は、⾼⾺⼒化の進展により当社が参⼊している70-99⾺⼒の需要が増加
した⼀⽅で、新型コロナウイルスの感染拡⼤に伴う製造拠点の稼働停⽌により、春需
要期での⽣産及び出荷の遅れが発⽣したことが要因。

• 汎⽤コンバインは、新型コロナウイルス感染拡⼤による供給不⾜が継続しているもの
の、⾺⼒や処理量をアップした新製品の投⼊効果により、前年並み。

• ⽥植機は、⼈の移動が制限され、⼈⼿の確保が困難なことから、機械化促進を狙った
追加補助⾦が実施されていることにより、歩⾏⽥植機から乗⽤⽥植機への買い替えが
進み、歩⾏⽥植機が減、乗⽤⽥植機が増。

②建機
• 建機市場は政府の景気刺激策などもあり、第2四半期以降の需要が急速に回復。
• ⼩売はローカルメーカーやそれに追随する⼀部の外資メーカーの価格攻勢により減。

③エンジン
• エンジンは、建産機市場の急回復を受け、⼤幅増。

＜下期⾒通し＞
• 農機市場は回復基調が継続する⾒込み。
• 当社は今年投⼊した汎⽤コンバインの新製品の拡販により、下期も増収を⾒込む。
• 建機は、下期については0-4t機を中⼼に増販を⾒込んでいるものの、上期の減を補い
切れず、年間では前年を下回る⾒込み。

• エンジンは建産機向けを中⼼に引き続き好調を維持する⾒込み。
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＜上期実績＞
①農機
• 昨年の消費増税前の駆け込み需要の反動減や、新型コロナウイルスの感染拡
⼤による販売活動の⾃粛などにより、トラクタ、コンバイン、⽥植機ともに
市場は縮⼩。

• 当社の⼩売は、トラクタ、コンバイン、⽥植機とも市場の落ち込みが⼤きく、
減少。

• シェアについては、トラクタが新機種投⼊による昨年の増販の反動で微減と
なったものの、コンバイン、⽥植機については新機種投⼊効果などにより拡
⼤。

②建機
• 新型コロナウイルス感染拡⼤による建設⼯事の停滞や、販売活動の制限など
により市場が縮⼩し、当社の⼩売も減少。

③エンジン
• 新型コロナウイルスの感染拡⼤によるOEM先の減産や最終製品市場でのレン
タル業者の買い控えなどにより、販売は減少。

＜下期⾒通し＞
• 農機は展⽰会やイベント⾃粛の影響が継続し、前年⽐で減少傾向が続く⾒込
み。当社は⼤規模な展⽰会の開催が制限される中でも、バーチャル展⽰会の
開催などにより、更なるシェアの拡⼤を⽬指す。

• 建機は⺠間の設備投資抑制が継続することや、販売活動の⾃粛などにより、
前年⽐で減少傾向が継続する⾒込み。

• エンジンは前半と⽐べ、更に減少幅が拡⼤する⾒込み。
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• 第1四半期の時点では、合理的な算定が困難であったことから業績予想をいっ
たん未定としていたが、国内外で経済活動再開の動きが⾒えてきたことから、
現時点で⼊⼿可能な情報ならびに第2四半期の業績動向などを踏まえ、当期の
業績予想を公表

22



• 海外
 地域別の売上は、P15〜20に記載の各市場の想定に基づき、北⽶は現
地通貨ベースで▲６％の減収、欧州は現地通貨ベースで▲15％の減収、
アジアは現地通貨ベースで▲１％の減収、その他の地域は現地通貨
ベースで＋3％の増収を想定。

 アジアの内数として、タイ及び周辺3か国は現地通貨ベースで▲4％の
減収、中国については現地通貨ベースで＋8％の増収を想定。
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• インセンティブ率の変動は⾦利低下による北⽶での改善により＋36億円の増
益要因。

• 製品値上げについては、北⽶での値上げ効果を中⼼に＋60億円の増益要因。
• その他（▲167億円）

• 昨年第4四半期の⽣産減に伴う⼯場の損益悪化が第１四半期に実現した
影響▲87億円に加え、第2四半期の⼯場の稼働停⽌などに伴う⽣産量の
⼤幅低下による⼯場の損益悪化が下期に▲90億円の減益要因となるこ
とが主因。

• 前期に台⾵の影響などによる⼀時損失が発⽣していたことが＋40億円
の増益要因となる⼀⽅、当期も国内外の⼯場の稼働停⽌期間中の固定
費を⼀時費⽤として処理したことが▲24億円の減益要因。

• その他の要因としては、⼈件費の増が▲75億円程度の減益要因となる
⼀⽅、販売経費及び⼯場固定経費はコストダウンにより＋30億円、エ
ンジンの空輸減により＋25億円、カナダの固定資産売却益により＋24
億円などが増益要因となる⾒込み。
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• 昨今の事業環境の変化を受け、設備投資、減価償却費を⾒直した結果、期初
予想から減額となり、それぞれ850億円、540億円となる⾒込み。

• 研究開発費については590億円で変更なし。
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